
【更新履歴】

※

※

入域観光客数（令和４年度との比較）

区分

国内客
外国客
合計

※外国客には、海路における乗務員等5,300人を含む。

令和５年（2023）５月
入域観光客数概況（確定版）

64万5,200人
対前年（R4）同月比　+24万8,400人、+62.6％

～５月としては復帰後５番目、対前年同月比で18ヶ月連続の増加～
※（R元年度）同月比　▲18万9,700人、▲22.7％

入域状況

R５年度 R４年度 増減数 増減率 構成比

①令和5年6月26日速報版公表
②令和5年8月25日確定版公表

外国人観光客数の国別の内訳及び確定値については、出入国在留管理庁公表資料を参
照しており、同庁公表後に県の公表となります。そのため、８月公表の本確定版において、
外国人観光客に係る「入域状況」、「国籍別入域状況」及び「空路・海路の国籍別入域状
況」を３枚目に追加しています。
外国人観光客数の確定値については、国別内訳集計時における四捨五入の関係で、速報
版とは一致しません。

645,200 人 396,800 人 + 248,400 人 ＋ 62.6% 100.0%

国内客　入域状況

575,300 人 396,800 人 + 178,500 人 ＋ 45.0% 89.2%
69,900 人 0 人 + 69,900 人 皆増 10.8%

　５月は月末に台風が襲来し、航空便の欠航やクルーズ船の寄港キャンセルの影響があったも
のの、新型コロナの５類感染症移行、ゴールデンウィーク及び全国旅行支援等による需要喚起
により、前年同月比で178,500人の増（45.0%増）となった。特に、東京・福岡・名古屋方面につい
ては、コロナ禍前の令和元年度同月を上回った。
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区分

東京方面
関西方面
福岡方面
名古屋
その他
合計

※国内海路客11,100人含む。

各方面ごとの概況と見通し

　東京

　関西

　福岡

　名古屋

国内客　地域別入域状況

Ｒ５年度 R４年度 増減数 増減率 構成比

267,100 人 199,100 人 ＋ 68,000 人 ＋ 34.2% 46.4%
129,200 人 85,100 人 ＋ 44,100 人 ＋ 51.8% 22.5%
69,600 人 50,000 人 ＋ 19,600 人 ＋ 39.2% 12.1%
51,300 人 35,700 人 ＋ 15,600 人 ＋ 43.7% 8.9%
58,100 人 26,900 人 ＋ 31,200 人 ＋ 116.0% 10.1%

575,300 人 396,800 人 ＋ 178,500 人 ＋ 45.0% 100.0%

　５月は、新型コロナの５類感染症移行、ゴールデンウィーク及び全国旅行支援等による需要喚
起、航空会社による臨時便等により、前年同月及びコロナ禍前の令和元年度同月を上回った。

　５月は、月末に襲来した台風により神戸発クルーズ船の寄港キャンセルがあったものの、新型
コロナの５類感染症移行、ゴールデンウィーク及び全国旅行支援等による需要喚起により、前年
同月の約1.5倍となった。

　５月は、新型コロナの５類感染症移行、ゴールデンウィーク及び全国旅行支援等による需要喚
起により、前年同月及びコロナ禍前の令和元年度同月を上回った。

　５月は、新型コロナの５類感染症移行、ゴールデンウィーク及び全国旅行支援等による需要喚
起、航空会社の季節運航等により、前年同月及びコロナ禍前の令和元年度同月を上回った。
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区分

台湾
韓国

中国本土
香港

アメリカ
タｲ

シンガポール

その他
合計

※「その他」には、海路における乗務員等5,300人を含む。

区分

台湾
韓国

中国本土
香港

アメリカ
タｲ

シンガポール

その他
合計

※海路の「その他」には、乗務員等5,300人を含む。

担当：沖縄県文化観光スポーツ部　観光政策課　與儀（ヨギ）　TEL　098-866-2763

外国客　入域状況

　５月は一部航空路線の運休が継続しているものの、新型コロナに係る水際対策の終了に加
え、那覇－香港便増便（5/10～）、那覇－済州チャーター便（5/12～14、19～21）、仏誕節休暇
（5/26、香港）等により、外国客数は堅調に推移した。特に、４月に対して、韓国からは1,800人増
（9.8％増）、香港からは2,700人増（34.2％増）と、航空路線拡充等の効果がみられた。
　台湾・韓国・香港では夏季の割引航空券やツアー商品が販売されているほか、航空路線で
は、那覇－上海便再開（7/1～）、那覇－仁川臨時便（7/21～8/27）、那覇－クアラルンプール
線（台北経由）が就航（8/16～）しており、段階的な回復が期待できる。

外国客　国籍別入域状況

Ｒ５年度 R４年度 増減数 増減率 構成比

【台湾】夏休み期間中、DINO恐竜PARK、こどもの国などを楽しめる親子向け
ツアーや基隆港発クルーズ商品の販売が開始された。
【韓国】女優一家の沖縄旅行を追ったバラエティ番組など、メディアで沖縄旅
行が取り上げられた。
【香港】香港空港管理局が、香港市民向けに沖縄を含むアジア路線の往復航
空券８万枚を配布

27,300 人 0 人 ＋ 27,300 人 皆増 39.1%
20,200 人 0 人 ＋ 20,200 人 皆増 28.9%

600 人 0 人 ＋ 600 人 皆増 0.9%
10,600 人 0 人 ＋ 10,600 人 皆増 15.2%
1,600 人 0 人 ＋ 1,600 人 皆増 2.3%
1,400 人 0 人 ＋ 1,400 人 皆増 2.0%

69,900 人 0 人 ＋ 69,900 人 皆増 100.0%

外国客　空路・海路の国籍別入域状況

200 人 0 人 ＋ 200 人 皆増 0.3%
8,000 人 0 人 ＋ 8,000 人 皆増 11.4%

空路 海路

Ｒ５年度 R４年度 増減率 構成比 Ｒ５年度 R４年度 増減率 構成比

－ 0.0%
20,100 人 0 人 皆増 31.8% 100 人 0 人 皆増 1.5%
27,300 人 0 人 皆増 43.1% 0 人 0 人

－ 0.0%
10,600 人 0 人 皆増 16.7% 0 人 0 人 － 0.0%

600 人 0 人 皆増 0.9% 0 人 0 人

0 人 皆増 0.3% 0 人 0 人

皆増 6.1%
1,400 人 0 人 皆増 2.2% 0 人 0 人 － 0.0%
1,200 人 0 人 皆増 1.9% 400 人 0 人

皆増 100.0%

【タイ】タイ・ベトジェットエアの沖縄チャーター便は、海外旅行のローシーズンと
なる６月から運休。10月頃から再開予定。

63,300 人 0 人 皆増 100.0% 6,600 人 0 人

－ 0.0%
1,900 人 0 人 皆増 3.0% 6,100 人 0 人 皆増 92.4%
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外国客の地域構成比


